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内容の要旨及び審査の結果の要旨 
 
本論文の目的と意義： 武則天の仏教政策の体系的分析 
 本論文「武則天仏教政策の新研究」は、中国史上唯一の女性皇帝となった武則天（則天武后 在位
690-705）の政権掌握過程と政権維持の特色を、武則天の仏教政策の側面から明らかにした論考であ
る。後宮の妃の一人だった武則天が、なぜ、唐（618-690，705-907）に替わって、周（690-705）と
称する王朝の皇帝になることができたのかという問題は、中国史研究の大きな謎の一つである。中
国史上、女性が皇帝になった王朝は、周王朝以外に存在しない。この問題は、なぜ、中国の天子-
皇帝は、武則天以外はすべて男性だったのか、という問題でもある。 
 本論文は、この謎について、7 世紀末～ 8 世紀初の唐王朝と周王朝をとりかこむ社会が仏教の大
きな影響を受けた時代であったこと、そのような情勢をうけ、武則天が特定の仏教教団と特別の関
係を結ぶことに成功したこと等を手がかりに、新たな視角から全面的に解明しようとしたものであ
る。ちなみに、儒教が支配的な思想である時期では、女性が実質的に国政を掌握すること自体はで
きても、陰陽思想にもとづく儒教の王権論によるかぎり、皇帝になることは不可能に近い。しかし、
7 世紀末～ 8 世紀初という時期は、儒教にかわって仏教が公私にわたって力をもつことのできた例
外的な時期であり、女性の為政者への就任に理論的な論拠を与えてくれる時代情勢が存在した。武
則天は、このような時代情勢を最大限に活用して、新王朝の初代皇帝として権力の頂点に上りつめ
たのである。 
 武則天と仏教の結びつきは、すでに多くの研究が指摘する点であるが、従来の武則天政権と仏教
の関係を論じる研究の大半は、仏教のもつ王権思想や政治宗教思想を武則天が利用した点の指摘に
とどまっている。たとえば、女性が世界の救世主となると説く弥勒思想の利用や、世俗君主が転輪
聖王となって世界を救済すると説く仏教の王権思想にもとづき、武則天が権力を掌握したと論じる
研究である。仏教の王権思想の観点からの分析は、確かに、武則天研究に不可欠であり、今後もさ
らに進展すべき研究視角である。しかし、その一方で、仏教と武則天が具体的にどのように関わっ
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ていたのかという、宗教と政治権力をつなぐ実態についての研究は、現在もほとんど進展していな
い状況が続いている。 
 この理由の一つが、武則天時代の仏教寺院の実態を示す文献史料が、王権思想に関する文献に比
べると、極めて限られている点にあることは確かである。ただ、近年における敦煌・吐魯番出土文
献の研究の進展や、新たな考古発掘資料の増加をふまえ、現在、武則天時代の仏寺の実態が、新た
に総合的に分析できる段階になりつつあることも疑いない。 
 このような近年の研究情勢をふまえ、本論文は、従来ほとんど利用されていなかった敦煌出土の
仏教文献を活用することで、仏教のもつより実利的な側面、すなわち、訳経・写経を通して仏教寺
院と国家が密接に結びついていく様や、仏教寺院のもつ膨大な財力の掌握が政権を左右する存在と
なること、仏教寺院の民衆を教化する政治力を国家が吸収する動き等を分析し、従来の研究では脱
落していた全体的な視野から武則天の権力掌握の謎に迫っている。 
 
本研究の構成と各章の概要 
本論文は、下記のように、序論で先行研究を整理し、第一章では、国家による大規模な仏典翻訳
事業を行った長安・洛陽の寺院の推移から、武則天期における仏教振興の実態を探る。第二章では、
仏典翻訳事業とともに実施された写経事業の推移を論じる。第三章では、武則天の仏教政策におけ
る特定の寺院、すなわち、太原寺の存在の重要性を指摘し、太原寺での仏教活動の特色を明らかに
する。第四章では、第二章の分析をふまえ、武則天の仏教政策で重要な役割をはたしたと思われる
当時の官僚・賈膺福の事績に注目し、今までほとんど知られていなかった賈膺福と武則天との政治・
宗教的関係を指摘する。以上の分析をもとに、武則天周王朝時代の仏教政策の実態を明らかにして
いる。 
 
序章 
  第一節 武則天の仏教政策に関する先行研究の整理 
  第二節 武則天の仏教政策に関する先行研究の問題点 
第一章 国家による「訳場列位」より見た太宗―武周期の訳経事業と登場する寺院 
  第一節 太宗期における国家の訳経事業に参加する寺院 
  第二節 高宗期における国家の訳経事業に参加する寺院 
  第三節 武周期における国家の訳経事業に参加する寺院 
第二章 「写経列位」より見た高宗期の国家の写経事業 
  第一節 高宗期における写経事業に登場する寺院 
  第二節 高宗期の宮廷写経の特徴 
   第一項 高宗期の宮廷写経に見える奥書の書式 
   第二項 高宗期の宮廷写経に見える奥書の書式とД x.04930 の関係 
   第三項 Д x.04930 写本の経典名 
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  第三節 Д x.04930 の写本断片に見える僧懐惲 
第三章 武則天期の仏教政策における太原寺の役割 
  第一節 太原寺の建立及び改称 
  第二節 太原寺における訳経活動 
第四章 「訳場列位」より見た武周期の国家主導の訳経事業と登場する官僚及び仏教教団 
  第一節 訳経事業で活躍する主な僧侶 
  第二節 「訳場列位」に登場する官僚賈膺福 
   第一項 武周期の国家事業としての訳経と賈膺福 
   第二項 諸史料に登場する「賈膺福」 
   第三項 賈膺福と河内大雲寺碑 
  第三節 武周政権と化度寺無尽蔵の関係 
終章  
参考文献 
 
 各章の論点と意義を簡潔に整理すると、以下のようになる。 
 
序章 
  序章では、武則天の仏教政策に関する先行研究をていねいに整理して、先行研究の問題点や、
今後追究すべき論点が指摘される。ここでは、従来の武則天研究の大半が、武則天の利用した仏教
の王権論の研究であり、武則天の仏教政策を担った仏教寺院の実態については、ほとんど判明して
いないことを指摘する。 
   
第一章 国家による「訳場列位」より見た太宗―武周期の訳経事業と登場する寺院 
 本章においては、唐初期から武則天政権期にいたる時期の訳経と写経の主要舞台となった寺院の
変遷や、訳経・写経に参加した僧の名と序列を明らかにする。ここでいう「訳場列位」とは、翻訳
された仏典の奥書に列挙された翻訳地の寺院や翻訳者の人名のことである。当時、訳経と写経は国
家事業として進められる巨額の経費を費やす大事業であり、国家は訳経や写経を通して鎮護国家の
体制を築き上げていった。 
 本章では、各時期の訳経事業の中心となった寺院の変遷を解明する。すなわち、唐初の太宗期に
中心的な役割を果たした寺院は、長安の弘福寺と大總持寺であったが、高宗期には、同じ長安城内
の大慈恩寺と西明寺に移ることを述べる。しかし、武周期になると、訳経事業の中心は大福先寺・
仏授記寺という洛陽の二寺院と、長安の大周西寺の一寺院の体制に変化し、中でも大福先寺（東太
原寺）が最も重要な役割を演じる。武則天は、このような訳経や写経を最大限に活用して権力を掌
握しており、武則天政権期の訳経の中心寺院が洛陽の大福先寺にあったことの意義を論じる。 
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第二章 「写経列位」より見た高宗期の国家の写経事業 
 本章では、武則天が皇后時代の高宗期に行われた宮廷での写経の内容を復元し、その歴史的意味
を論じる。「写経列位」とは、上記の「訳場列位」と同じく、写経された仏典の奥書に列挙された写
経場所の寺院や写経者の人名のことである。「写経列位」についての文献は、敦煌から発見の文献の
中に大量に残されている。この敦煌文献の中から、唐の宮廷での写経を見いだして調査し、さらに
高宗期の宮廷写本が数十点存在していることを確認する。そして、その宮廷写本の系統的分析にも
とづき、武則天が宮廷での写経事業や上記の訳経事業の後援者となることで、都城や中央官庁にお
いて政治力を増加していく様を明らかにする。 
 また、本章では、現存の「写経列位」による限り、高宗期の国家の写経事業に登場する寺院はす
べて長安にあり、中でも特に多いのは太原寺であったことを明らかにする。高宗期の宮廷写経の写
本と見なされている『妙法蓮華経』・『金剛般若波羅蜜経』の写本は、敦煌遺書中に数十点現存して
いる。この敦煌文献と、従来は「写経列位」の史料としては取り上げられてこなかったロシア科学
アカデミー東洋写本研究所に所蔵される写本Дx.04930 の断片が、高宗期の宮廷写経の仏典写本の
『妙法蓮華経』と『金剛般若波羅蜜経』の奥書の書式とほぼ同じであることを明らかにし、新たな
史料を得て写本事業をより系統的に分析した。 
 同時に、当該Дx.04930 断片に登場する長安の実際寺の僧・懐惲（えうん 640-701 浄土宗善導の
弟子）の存在に着目し、善導と懐惲の関係を、武則天との関係をふまえて新たな角度から論じてい
る。 
 
第三章 武則天期の仏教政策における太原寺の役割 
 本章では、武則天の仏教事業で中心的な役割を果たした長安の太原寺と洛陽の太原寺について考
察する。皇后時代の武則天は、長安の太原寺を足場に、国家事業として訳経・写経を主催すること
で政治権力を掌握していく。武則天は、長安の太原寺での訳経・写経事業の成功をふまえて、洛陽
にも同名の太原寺を建造し、将来、洛陽に遷都するための布石を打ったと論じる。 
 武則天が政治拠点を長安から洛陽に移す際に、高宗期に写経事業において重要な役割を果たして
いた長安の太原寺に対して洛陽にも東太原寺を建立したことは、武則天の仏教政策において、長安・
洛陽の両太原寺が重要な役割を果たしていく契機となった。高宗の皇后時代の武則天が、仏教を足
場に洛陽の新政権樹立の計画を練っていたことが、太原寺についての武則天の政策から推測できる
とする。 
 
第四章 「訳場列位」より見た武周期の国家主導の訳経事業と登場する官僚及び仏教教団 
 本章では、第二章をふまえ、武周期の国家主導の訳経事業に登場する官僚および仏教教団につい
て整理し、武則天との関係を論じる。とくに、従来ほとんど注目されていなかった賈膺福という官
僚の事跡をとりあげ、賈膺福が武則天政権期の仏教集団の中ではたした重要な役割を論証する。賈
膺福は、武則天政権期の訳経事業に中心的な役割を演じ、武則天期に流行した仏教の一派である三
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階教とも関連をもった。また、賈膺福は、武則天が天下諸州に設置した大雲寺の一つ、河内（懐州）
大雲寺の碑文も書いている。この賈膺福の多彩な宗教活動にもとづき、武則天の仏教政策の特色を
明らかにする。 
 また、本論文は、唐・韋述『両京新記』巻 3 などにみえる無尽蔵（寺院の財物保管庫）をめぐる
記述についても分析を加えている。すなわち、無尽蔵に関する政策から、武則天は、当時中国で大
流行した三階教の化度寺の無尽蔵が備えた経済力と、三階教を信じる民衆の掌握をねらっており、
仏教寺院経済の掌握の意図をうかがうことができると論じる。 
 
結論  
 従来充分には利用されてこなかった訳経事業や写経事業に関する史料を活用し、武則天の仏教政
策を担った仏教寺院の実態を解明することで、武則天が権力を掌握する過程において、仏教勢力の
もつ大きな力を確認することができる。従来の武則天研究では、仏教思想の利用による武則天の権
力掌握の側面が強調されてきたが、本論文で論証したように、武則天が権力を掌握し、皇后から皇
帝という地位に大きくジャンプするためには、仏教の王権理論にもとづく正統性の構築とともに、
仏教の王権理論と密接に関連させつつ、訳経や写経を始めとする各種の仏教行事の実施や、仏教寺
院経済への介入等によって、長安と洛陽という二つの都城の仏教勢力を常に配下におき、密接な関
係を維持し続けることが不可欠であった、と論じる。 
 
本論文の価値と評価 
 従来の武則天政権と仏教の関係を論じる研究の多くは、仏教のもつ弥勒信仰や転輪聖王思想など
の王権思想や政治宗教思想と、女性である武則天との関係の解明にあった。これに対し、本論文の
独創性は、仏教のもつより実利的な側面、すなわち、訳経・写経を通して仏教寺院と国家が密接に
結びついていく様や、仏教寺院のもつ膨大な財力の掌握が政権を左右する存在となること、仏教寺
院の民衆を教化する政治力を国家が吸収する動き等に注目し、従来の研究では脱落していた全体的
な視野から武則天の権力掌握過程を明らかにした点にある。 
 方法論的には、本論文は、政治史としての武則天研究と仏教史研究とを融合する内容であり、従
来の研究に無い総合性をそなえている。また、本論文は、文献史学にもとづく実証論文であり、研
究方法は地道で伝統的だが、論証は確実で説得力がある。特に、従来使用されていなかった敦煌出
土やロシアのサンクトペテルブルク所蔵の文献を効果的に活用することで、論証に厚みと幅がもた
らされている。論理も一貫しており、説得力に富んでいる。 
 研究テーマの発展可能性では、本論文のテーマ自体は 7 世紀末から 8 世紀初の武則天政権と仏教
との関連を究明することにあるが、その論じるところの射程は広く、唐代政治史や仏教史のみなら
ず東アジア各国の国家と宗教の関連を考える際にも多くの示唆に富む。武則天の仏教政策は、同じ
時期に善徳王と真徳王という二人の女性為政者をもつ新羅や、推古天皇以来の女性天皇をもつ日本
との比較の点でも、重要な比較研究の題材を提供している。本論文は、将来の東アジア仏教王権の
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比較研究の進展をうながす契機となるだろう。 
 
残された課題 
 本論文で、その重要性が言及されながらも、史料上の制限によって、充分には論が展開していな
い箇所に、武則天と仏教寺院経済との関係がある。確かに、武則天期における仏教界の経済的な状
況を示す直接史料はあまり現存していないが、唐後期の寺院経済に関する史料は豊富に残されおり、
実際に、唐後期の寺院経済については、これまでも研究対象とされてきた。唐後期の 9 世紀になる
と、寺院は、財源を確保する様々な方法を駆使し、土地の購入や不動産の維持・管理、荘園の商業
的経営、貸借・金融業などの多角的な経済活動によって、さらに莫大な財力を蓄えるようになる。
今後は唐後期の寺院経済に関する史料を、武則天期の寺院経済の利用を断片的に示す史料と併せ分
析することで、武則天期の寺院経済の活用についてより包括的な研究を進める必要がある。 
 また、武則天時期の仏教文物は、世界各地に分散的に所蔵されており、日本の東京国立博物館東
洋館所蔵の光宅寺仏龕を始め、第一級の文物が残されている。今後は、文献史料とともに、これら
伝存の文物や新出の大量の墓誌にも広く目を配り、さらに広い視野から系統的な研究を進める必要
もあるだろう。 
 
 公開審査の議論では、本論文の引用漢文の訓読の一部への疑問や、論証の未熟な箇所が残されて
いる点の指摘がなされた。また、ここ 1、2 年の新しい現象として、武則天研究の進展によって専門
書が続々と公刊される状況が生まれており、これら最新の研究動向に細心の注意をはらう必要のあ
ることも指摘された。ただし、これらの指摘は、本論文の価値を否定するものではない。 
本論文の論述は優れて一貫しており、武則天の政治史をめぐる総合的な基礎的研究というにふさ
わしい系統的な分析となっている。研究方法の妥当性の点でいえば、本論文は、基礎史料の実証的
な分析に立論し、史料の丁寧な読解にもとづく堅実な研究といえる。研究テーマの発展可能性の点
でいえば、本論文が対象とする武則天の仏教政策をめぐる研究は、近年の東アジアの為政者をめぐ
る研究状況にも直結しており、充分な発展性を備えている。 
 以上により、本学位請求論文に対し、審査委員全員一致して博士論文にふさわしいと認め、黄海
静氏に博士（史学）の学位を付与することに同意した。 
 
